
種別 県名 ボルダ リード 総合

静岡 1 1 1

愛知 3 3 3

三重 4 4 4

岐阜 2 2 2

静岡 3 4 4

愛知 2 3 2

三重 4 2 3

岐阜 1 1 1

静岡 4 3 4

愛知 3 4 3

三重 2 1 2

岐阜 1 2 1

少
年
男
子

少
年
女
子

成
年
女
子

日
時

６
月
14
日
（
月
）
18

時
30
分
～
20
時
30
分

場
所

労
政
会
館

５
Ｆ

会
議
室

出
席
者

滝
田
博
之
、
清
水

雄
三
、
木
ノ
内
高
嘉
、
前
川

朝
夫
、
出
利
葉
義
次
、
豊
田

稔
、
堀
内
修
、
工
藤
誠
志
、

松
永
義
夫
、
大
石
一
博
、
小

田
直
美
、
鈴
木
修
、
田
中
保

広
、
内
山
一
彦
、
坂
田
昇
、

市
川
隆
夫

浅
井
徹

木
ノ
内
理
事
長
挨
拶

総
会
で
役
員
改
選
が
行
わ

れ
新
常
任
理
事
の
方
々
に
よ

る
初
の
常
任
理
事
会
で
す
。

私
た
ち
こ
の
メ
ン
バ
ー
で
28

年
29
年
度
の
２
年
間
、
当
山

岳
連
盟
の
運
営
を
行
う
の
で

宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

滝
田
会
長
挨
拶

今
総
会
で
役
員
改
選
が
行

わ
れ
、
新
し
く
２
人
の
方
が

常
任
と
な
り
、
私
も
引
き
続

き
会
長
を
務
め
る
こ
と
に
な
っ

た
の
で
宜
し
く
お
願
い
し
ま

す
。
先
月
29
日
、
日
山
協
の

総
会
が
有
り
、
20
年
東
京
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
追
加
種
目
に
ス

ポ
ー
ツ
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
が
追

加
種
目
に
な
っ
た
こ
と
か
ら
、

日
山
協
の
会
長
が
前
会
長
：

神
崎
さ
ん
を
代
表
と
す
る
諮

問
委
員
会
を
設
け
、
日
山
協

を
中
央
競
技
団
体
と
す
る
あ

り
方
に
つ
い
て
検
討
さ
れ
た
。

そ
の
中
で
「
日
本
山
岳
協
会
」

を
「
例

日
本
山
岳
・
ス
ポ
ー

ツ
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
協
会
」
に

名
称
変
更
す
る
案
等
が
出
て

い
る
。
そ
の
他
、
選
手
の
競

技
力
向
上
策
等
の
話
が
有
っ

た
と
報
告
挨
拶
が
あ
っ
た
。

議
事

(1)
各
委
員
会
の
報
告

①
指
導
委
員
会
（
工
藤
常
任
）

a
指
導
員
自
主
研
修
活
動
に

つ
い
て
報
告

５
月
８
日
富

士
山
富
士
宮
口
で
実
施
し
ピ
ッ

ケ
ル
の
使
用
方
法
に
つ
い
て

検
討
し
た
。

ｂ
日
山
協

指
導
委
員
会
総

会
の
報
告

・
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
が
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
種
目
に
採
用
さ
れ
た

こ
と
か
ら
「
日
本
山
岳
協
会
」

の
名
称
変
更
案
が
浮
上
し
て

い
る
こ
と
。

・
「
夏
山
リ
ー
ダ
ー
制
度
」

の
構
築
、
「
国
際
山
岳
連
盟

（U
I
A
A

）
の
山
岳
指
導
員
資

格
者
制
度
と
の
連
携
に
向
け

て

日
山
協
・
指
導
員
制
度

の
課
題
、
登
山
経
験
と
指
導

員
の
間
に
「
リ
ー
ダ
ー
」
資

格
が
な
い
こ
と
か
ら
、
「
夏

山
リ
ー
ダ
ー
資
格
」
の
創
設

案
が
有
る
等
の
説
明
が
あ
っ

た
。

②
国
体
委
員
会

（
木
ノ
内

理
事
長

代
）

・
５
月
３
日
（
火
）
第
71
回

国
体
静
岡
県
予
選
会
の
実
施

報
告
が
あ
っ
た
。
会
場

リ
ー

ド
競
技

浜
松
ス
ク
エ
ア
ー
、

ボ
ル
タ
リ
ン
グ
競
技

Ｂ
・

Ｓ
Ｐ
Ｏ
Ｔ
で
実
施
。

参
加
選
手

成
男

４
名
、

成
女

３
名
、
少
男

22
名
、

少
女

11
名
+
オ
ー
プ
ン
１

名
、
役
員

12
名
、
審
判
員

４
名
、

ル
ー
ト
セ
ッ
タ
ー

２
名

成
績

成
男

１
位

田
邉
匡
律

２
位

伊
藤
優
輝

３
位

鈴
木
正
信

成
女

１
位

望
月
香
菜
子

２
位

北
脇
順
子

３
位

渡
辺
亜
梨
沙

少
男

１
位

河
合
康
太

２
位

望
月
衛

３
位

岩

崎
雅
人

少
女

１
位

中
村
佑
香
梨

２
位

勝
本
真
衣

３
位

深
澤
瑠
衣

少
女
種
別
に
オ
ー
プ
ン
参
加

の
中
学
生
が
上
位
入
賞
し
、

将
来
が
楽
し
み
で
す
。

・
東
海
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
が
７

月
16
日
～
17
日
愛
知
県
で
開

催
さ
れ
・
少
年
男
女
及
び
成

女
の
3
種
別
の
選
手
が
、
本

大
会
出
場
権
を
争
う
。

・
成
年
男
子
は
、
県
予
選
１

位
と
２
位
の
選
手
が
、
国
体

出
場
す
る
こ
と
を
報
告
し
承

認
さ
れ
た
。

(2)
計
画

①
夏
山
登
山
教
室
（
小
田
常

任
）今

回
で
４
回
目
、
募
集
15

名
、
２
～
３
日
前
に
集
ま
っ

た
、
キ
ャ
ン
セ
ル
を
見
込
み

17
名
位
ま
で
受
付
け
予
定
。

②
少
年
少
女
登
山
教
室

（
鈴
木
常
任
）

小
学
５
・
６
年
生
及
び
中

学
１
・
２
年
生
と
そ
の
家
族

を
対
象
と
す
る
。
募
集
定
員

は
10
組
・
20
名
。
実
施
日
は

７
月
29
日
～
30
日
。
事
前
説

明
会
を
、
７
月
23
日
14
時
か

ら
静
岡
労
政
会
館
及
び
富
士

駅
南
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー

で
行
う
。

③
秋
山
登
山
教
室
（
田
中
常

任
）

・
10
月
22
日
・
23
日

八
ヶ

岳

赤
岳
を
登
る

小
屋
泊

ま
り
自
炊
と
す
る

募
集

８
月
１
日
か
ら
15

名
、
説
明
会

９
月
28
日
静

岡
労
政
会
館
で
行
う
.

④
「
山
の
日
」
の
行
事

（
滝
田
会
長
）

・
記
念
講
演
会
と
写
真
展

８
月
11
日

「
あ
ざ
れ
あ
」

で
開
催
。
講
演
内
容
①
高
く

な
っ
て
い
く
南
ア
ル
プ
ス
、

②
山
で
の
病
気
と
ケ
ガ

・
記
念
ハ
イ
ク

10
月
16
日

ふ
る
さ
と
の
山
に
登
ろ
う
。

３
地
域
で
実
施
。
東
部

宝

永
山
と
宝
永
火
口
、
中
部

大
日
峠
と
廃
線
小
路
、
西
部

湖
西
連
峰
大
知
波
峠
を
計
画
。

⑤
ス
ポ
フ
ェ
ス
に
つ
い
て

（
堀
内
常
任
）

・
9
月
24
日
・
25
日

富
士

山
五
合
目
周
辺
で
実
施
。

Ａ
コ
ー
ス

1
泊
２
日
20
名

中
央
青
少
年
交
流
の
家

（
テ
ン
ト
泊
）

参
加
費
３

千
５
百
円
。

Ｂ
コ
ー
ス

日
帰
り

50
名

御
殿
場
登
山
口
新
五
合
目

～
幕
岩
～
双
子
山

参
加
費

千
５
百
円

⑥
東
海
ブ
ロ
ッ
ク
大
会

・
愛
知
県
担
当

7
月
16
日
・

17
日
開
催
。

16
日
リ
ー
ド
競
技
（
浜
松
ス

ク
エ
ア
）
17
日
ボ
ル
タ
リ
ン

グ
競
技

豊
橋
（
カ
ク
タ
ス
）

。⑦
東
海
ブ
ロ
ッ
ク
正
副
会
長
・

理
事
長
会
議

・
今
年
は
愛
知
担
当
だ
が
４

県
の
日
程
調
整
が
付
か
ず
延

び
延
び
と
な
っ
て
い
る
。
来

年
は
、
静
岡
の
予
定
。

⑧
h
29
年
岳
連
カ
レ
ン
ダ
ー

・
総
会
で
承
認
さ
れ
た
こ
と

か
ら
、
例
年
通
り
発
行
す
る
。

８
月
に
納
入
さ
れ
る
見
込
み

で
、
９
月
か
ら
配
布
で
き
る
。

(3)
そ
の
他

①
熊
本
地
震
災
害
に
つ
い
て

日
山
協
義
援
金
を
如
何
す

る
か
、
各
加
盟
団
体
と
す
る

か
又
は
岳
連
と
し
て
ま
と
め

て
出
す
か
検
討
し
た
い
。

②

指
導
員
研
修
に
つ
い
て

実
績
報
告
が
厳
し
く
な
っ

て
い
る

（
前
川
朝
夫
）

編
集
後
記

日
山
協
の
名
称
変
更
が
話

題
と
な
っ
て
い
る
。
五
輪
種

目
の
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
イ
ミ
ン

グ
の
競
技
団
体
が
日
本
山
岳

協
会
で
は
一
般
人
に
は
全
く

競
技
の
イ
メ
ー
ジ
が
湧
い
て

こ
な
い
こ
な
い
だ
ろ
う
。
団

体
名
で
競
技
種
目
が
す
ぐ
想

像
で
き
る
こ
と
は
競
技
団
体
・
、

競
技
種
目
の
双
方
に
必
要
な

こ
と
と
思
う
。

60
年
に
１
度
の
庚
申
の
年
、

富
士
山
が
誕
生
し
た
と
い
う

伝
説
が
あ
り
、
こ
の
年
を
、

富
士
山
信
仰
で
は
「
御
縁
年
」

と
し
、
１
回
の
登
山
の
御
利

益
が
33
回
分
と
も
伝
え
ら
れ

て
い
る
。
今
年
は
申
年
、
庚

申
で
な
く
と
も
「
小
縁
年
」

と
さ
れ
、
例
年
よ
り
ご
利
益

が
あ
る
と
い
う
。
今
年
登
っ

た
人
達
に
何
か
良
い
こ
と
の

あ
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。

（
Ｔ
Ｋ
）

平
成
28
年
度
国
体
山
岳
競

技
東
海
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
（
愛

知
県
主
催
）
は
、
会
場
地
の

関
係
で
リ
ー
ド
を
本
県
の
浜

松
の
ス
ク
エ
ア
に
て
、
ボ
ル

ダ
リ
ン
グ
を
愛
知
県
豊
橋
市

の
カ
ク
タ
ス
２
神
野
新
田
店

と
両
県
に
ま
た
が
っ
て
実
施

さ
れ
た
。
成
年
女
子
と
少
年

女
子
が
１
枠
、
少
年
男
子
が

２
枠
の
代
表
枠
を
目
指
し
て

競
技
し
た
。

１
日
目
の
リ
ー
ド
競
技
は
、

成
女
と
少
女
が
共
通
ル
ー
ト

で
、
少
男
は
専
用
ル
ー
ト
で

行
わ
れ
、
ル
ー
ト
は
い
ず
れ

も
正
面
の
メ
イ
ン
壁
に
引
か

れ
た
。
成
年
女
子
は
、
本
県

の
北
脇
が
、
う
ま
く
ま
と
め

て
全
体
の
2
位
、
望
月
は
、

ホ
ー
ル
ド
を
見
落
と
し
難
し

い
ム
ー
ブ
で
予
想
外
の
フ
ォ
ー

ル
と
な
り
、
全
体
の
3
位
と

な
っ
た
が
、
チ
ー
ム
と
し
て

は
1
位
で
翌
日
の
ボ
ル
ダ
リ

ン
グ
に
駒
を
進
め
た
。
各
県

と
も
、
全
国
代
表
ク
ラ
ス
の

エ
ー
ス
を
抱
え
る
少
年
女
子

は
、
三
重
の
田
嶋
が
一
歩
抜

け
だ
し
1
位
、
本
県
の
中
村

は
、
3
位
で
、
チ
ー
ム
と
し

て
も
3
位
の
苦
し
い
ス
タ
ー

ト
と
な
っ
た
。
少
年
男
子
は
、

ル
ー
フ
の
最
大
傾
斜
部
を
進

む
厳
し
い
ル
ー
ト
で
、
岐
阜

の
日
比
野
が
完
登
に
迫
る
ト

ラ
イ
で
、
他
を
圧
倒
し
た
。

静
岡
は
、
望
月
と
河
合
が
よ

く
健
闘
し
た
が
、
順
位
点
10

で
愛
知
、
三
重
と
な
ら
び
、

上
位
順
位
も
つ
他
県
が
上
位

に
入
り
、
４
位
ス
タ
ー
ト
と

な
っ
た
。

２
日
目
の
ボ
ル
ダ
リ
ン
グ

は
、
カ
ク
タ
ス
２
に
会
場
を

移
し
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ

た
。
ま
ず
、
成
年
女
子
の
２

名
は
、
第
一
課
題
で
苦
戦
し

ア
テ
ン
プ
ト
を
重
ね
た
が
、

４
課
題
完
登
で
堂
々
の
1
位

通
過
で
、
全
国
大
会
出
場
権

利
を
獲
得
し
た
。
エ
ー
ス
格

の
揃
う
少
年
女
子
は
、
一
部

成
年
女
子
よ
り
も
難
易
度
の

高
い
ル
ー
ト
が
セ
ッ
ト
さ
れ

た
。
そ
の
中
で
も
三
重
の
田

嶋
は
、
４
課
題
一
撃
で
通
過

し
た
。
静
岡
の
2
名
は
特
に

難
易
度
の
高
い
2
ル
ー
ト
に

苦
戦
し
、
中
村
が
２
完
登
、

勝
本
が
1
完
登
に
と
ど
ま
っ

た
。
少
年
男
子
は
、
こ
れ
も

難
易
度
の
高
い
ル
ー
ト
に
各

選
手
と
も
苦
戦
し
、
岐
阜
の

日
比
野
が
４
完
登
と
抜
け
だ

し
た
が
、
2
完
登
の
三
重
の

田
嶋
の
次
は
、
5
名
が
1
完

登
と
な
っ
た
。
岐
阜
以
外
の

3
県
は
こ
こ
で
も
順
位
点
10

で
並
び
、
リ
ー
ド
と
同
じ
よ

う
に
、
上
位
順
位
を
持
っ
て

い
る
選
手
の
い
る
県
が
上
位

に
入
る
こ
と
に
な
っ
た
。

静
岡
の
成
年
女
子
は
よ
く

ま
と
め
て
総
合
１
位
で
昨
年

に
続
い
て
の
本
国
体
出
場
と

な
っ
た
。
本
国
体
で
は
、
両

種
目
と
も
入
賞
、
ま
た
上
位

進
出
に
期
待
し
た
い
。
少
年

は
男
女
と
も
接
戦
に
は
持
ち

込
ん
だ
が
あ
と
一
歩
で
代
表

枠
を
逃
し
た
。
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
競
技
と
な
り
、
ユ
ー
ス
世

代
の
層
が
厚
く
な
っ
て
い
る

こ
と
を
実
感
し
た
大
会
で
あ
っ

た
。

成
年
女
子

1
位

監
督

難
波
利
行
、
選
手

望
月
香
菜
子
（
宇
都
宮
大
）
・

北
脇
順
子
（
日
体
大
）

本

国
体
出
場

少
年
女
子

4
位

監
督

黒
川
勝
、
選
手

中

村
祐
香
梨
（
浜
松
日
体
高
）
・

勝
本
真
衣
（
宮
西
高
）

少
年
男
子

4
位

監
督
、
森
下
峻
也
、
選
手

望
月
衛
（
宮
西
高
）
・
河
合

康
太
（
浜
松
日
体
高
）

（
諸
戸
明
）

（１） 第１８号 宝 永 平成２８年９月５日（月） （４） 第１８号 宝 永 平成２８年９月５（月）
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静岡選手団

ボルダ成女北脇選手



（２）第１８号 宝 永 平成２８年９月５日（月）

全
国
高
等
学
校
総
合
体
育

大
会
登
山
大
会
が
8
月
6
日

～
10
日
に
岡
山
県
の
蒜
山
山

系
、
毛
無
山
・
浅
鍋
鷲
ヶ
山

を
会
場
と
し
て
行
わ
れ
た
。

静
岡
県
か
ら
は
、
男
子
は

浜
松
日
体
高
校
が
昨
年
に
引

き
続
き
２
年
連
続
３
回
目
の

出
場
、
女
子
は
県
予
選
で
富

士
宮
西
高
校
の
20
連
覇
を
阻

ん
だ
富
士
高
校
が
初
出
場
を

果
た
し
た
。

昨
年
の
滋
賀
大
会
同
様
で

連
日
の
猛
暑
で
過
酷
な
戦
い

で
あ
っ
た
。
熱
中
症
に
よ
り

リ
タ
イ
ア
す
る
学
校
が
相
次

ぎ
、
女
子
に
お
い
て
は
出
場

45
チ
ー
ム
の
中
で
10
チ
ー
ム

が
登
山
行
動
３
日
間
を
歩
き

き
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。

そ
の
中
で
、
静
岡
の
代
表
校

は
男
女
と
も
体
力
的
に
は
全

く
問
題
な
く
、
ゆ
と
り
さ
え

感
じ
ら
れ
た
。

特
筆
す
べ
き
こ
と
は
、
全

国
大
会
初
出
場
の
女
子
代
表

富
士
高
校
が
優
勝
し
た
こ
と

で
あ
る
。
登
山
競
技
は
出
場

を
積
み
重
ね
る
こ
と
に
よ
っ

て
蓄
積
さ
れ
た
学
校
と
し
て

の
経
験
が
も
の
を
い
う
。
初

出
場
で
の
優
勝
は
ま
こ
と
に

見
事
で
あ
る
。
勝
因
の
１
つ

は
、
全
国
大
会
の
ル
ー
ル
改

定
に
よ
り
、
今
ま
で
に
比
べ

体
力
が
順
位
に
大
き
く
影
響

を
与
え
る
よ
う
に
な
っ
た
こ

と
で
あ
る
。
も
う
１
つ
は
読

図
の
ポ
イ
ン
ト
数
が
昨
年
ま

で
の
２
倍
の
20
箇
所
と
な
り
、

得
点
も
４
点
か
ら
10
点
に
大

幅
に
引
き
上
げ
ら
れ
た
こ
と

で
あ
る
。
こ
の
２
つ
の
改
正

に
よ
り
競
技
性
が
か
な
り
高

ま
っ
た
と
い
え
る
。
女
子
で

読
図
の
満
点
の
チ
ー
ム
は
富

士
高
校
を
含
め
わ
ず
か
６
チ
ー

ム
し
か
な
い
。
体
力
に
加
え

読
図
力
の
高
さ
が
大
き
な
武

器
と
な
っ
た
。

一
方
、
男
子
代
表
の
浜
松

日
体
高
校
は
23
位
で
あ
っ
た
。

体
力
的
に
は
全
く
問
題
が
な

か
っ
た
が
、
読
図
で
２
ポ
イ

ン
ト
落
と
す
な
ど
、
細
か
い

減
点
が
積
み
重
な
っ
て
順
位

を
下
げ
て
し
ま
っ
た
。
男
子

は
女
子
以
上
に
、
各
県
代
表

の
力
が
拮
抗
し
て
い
る
。
読

図
の
満
点
も
女
子
の
倍
以
上

の
14
チ
ー
ム
あ
っ
た
。
僅
か

な
ミ
ス
が
致
命
的
と
な
る
。

（
浜
松
日
隊
高
校
の
得
点
は

女
子
で
あ
れ
ば
14
位
と
な
る
）

同
じ
東
海
地
区
の
神
戸
高
校

（
三
重
）
が
昨
年
に
続
き
男

子
が
５
位
で
入
賞
を
果
た
し

た
。
静
岡
県
勢
に
も
よ
い
刺

激
と
な
っ
た
は
ず
だ
。
来
年

度
に
向
け
て
、
各
校
と
も
新

た
な
気
持
ち
で
精
進
し
て
も

ら
い
た
い
。

富
士
高
チ
ー
ム

監
督

諸
戸
明

選
手

勝
亦
恵
未
（
リ
ー
ダ
ー
）

（
３
年
）
吉
田
美
知
花
（
３

年
）
、
佐
伯
周
音
（
２
年
）

望
月
笑
花
（
２
年
）

■
結
果
（
６
位
ま
で
入
賞
）

【
男
子
】

１
位

千
葉
東
（
千
葉
）

２
位

防
府
（
山
口
）

３
位

広
島
学
院
（
広
島
）

４
位

長
崎
北
陽
台
（
長
崎
）

５
位

神
戸
（
三
重
）

６
位

膳
所
（
志
賀
）

23
位

浜
松
日
体
（
静
岡
）

【
女
子
】

１
位

富
士
（
静
岡
）

２
位

就
実
（
岡
山
）

３
位

盛
岡
第
一
（
岩
手
）

４
位

大
村
（
長
崎
）

５
位

防
府
（
山
口
）

６
位

甲
府
第
一
（
山
梨
）

（
清
水
雄
三
）

指
導
委
員
会
主
催
の
夏
山

登
山
教
室
も
、
今
年
で
4
回

目
で
あ
る
。
内
容
は
、
こ
れ

ま
で
と
同
様
、
1
回
の
練
習

登
山
と
2
回
4
時
間
の
座
学

を
セ
ッ
ト
に
し
て
募
集
す
る

も
の
で
、
メ
イ
ン
の
山
行
を
、

今
年
は
唐
松
岳
～
五
竜
岳
の

縦
走
と
し
た
。
練
習
登
山
は
、

昨
年
と
同
じ
、
安
倍
奥
山
伏

岳
で
あ
る
。

昨
年
あ
た
り
か
ら
応
募
者

が
次
第
に
安
定
し
て
き
て
い

て
、
今
年
も
定
員
を
オ
ー
バ
ー

し
て
17
名
の
応
募
が
あ
っ
た
。

リ
ピ
ー
タ
ー
も
増
え
て
き
て

い
て
、
こ
の
教
室
が
少
し
ず

つ
定
着
し
て
き
て
い
る
こ
と

を
感
じ
た
。
そ
の
後
、
キ
ャ

ン
セ
ル
が
あ
っ
た
り
し
て
、

最
終
的
な
参
加
者
は
16
名
だ
っ

た
が
、
き
ち
ん
と
目
配
り
の

で
き
る
人
数
と
し
て
は
、
や

は
り
こ
れ
く
ら
い
が
限
度
で

あ
ろ
う
。
ま
た
、
こ
の
中
で
、

新
た
に
岳
連
個
人
会
員
制
度

へ
登
録
し
た
方
が
2
名
、
昨

年
か
ら
継
続
で
登
録
し
て
い

る
方
が
1
名
い
た
。

1
回
目
の
山
伏
岳
は
西
日

影
沢
コ
ー
ス
か
ら
往
復
し
た
。

山
中
で
は
読
図
の
実
習
を
行
っ

た
。
今
年
の
参
加
者
は
そ
れ

な
り
に
登
山
を
経
験
し
て
い

る
人
が
多
か
っ
た
が
、
き
ち

ん
と
し
た
読
図
は
や
は
り
余

り
経
験
が
な
い
よ
う
で
あ
っ

た
。
西
日
影
沢
沿
い
の
ル
ー

ト
で
、
周
囲
の
地
形
と
地
形

図
と
を
照
合
す
る
作
業
を
み
っ

ち
り
と
行
っ
た
。

五
竜
岳
の
山
行
は
素
晴
ら

し
い
天
候
に
恵
ま
れ
た
。
正

面
に
広
が
る
鹿
島
槍
や
剱
岳

の
大
展
望
と
咲
き
乱
れ
る
花
々

に
、
皆
さ
ん
大
感
動
で
あ
っ

た
。座

学
は
、
「
夏
山
の
基
本

装
備
と
使
い
方
」
「
読
図
の

基
本
を
知
る
」
「
夏
山
の
気

象
」
「
歩
行
技
術
と
安
全
対

策
」
と
い
う
四
つ
の
テ
ー
マ

で
行
っ
た
。

座
学
と
実
習
登
山
、
ど
ち

ら
も
参
加
者
の
皆
さ
ん
は
大

変
意
欲
的
で
、
楽
し
く
充
実

し
た
教
室
と
な
っ
た
。
リ
ピ
ー

タ
ー
の
方
々
か
ら
は
、
読
図

技
術
や
気
象
知
識
の
利
用
な

ど
、
こ
の
教
室
で
学
ん
だ
こ

と
を
普
段
の
山
行
の
中
で
生

か
し
て
い
て
、
大
変
役
立
っ

て
い
る
と
い
う
お
話
も
い
た

だ
い
た
。
嬉
し
い
限
り
で
あ
っ

た
。

（
小
田
直
美
）

平
成
28
年
度
の
東
海
ブ
ロ
ッ

ク
正
副
会
長
理
事
長
会
議
が

7
月
30
日
、
名
古
屋
工
大
3

号
館
816
室
に
て
開
催
さ
れ
た
。

日
程
の
調
節
が
付
か
ず
延
び

延
び
に
な
っ
て
い
た
会
議
で

あ
っ
た
が
7
月
16
日
の
東
海

大
会
の
折
り
急
遽
決
ま
っ
た
。

本
県
か
ら
は
前
川
副
会
長
、

木
ノ
内
理
事
長
が
出
席
し
た
。

他
参
加
者
は
三
重
、
亀
井
会

長
、
居
村
理
事
長
、
松
尾
競

技
委
員
長
、
岐
阜
、
塚
原
理

事
長
、
愛
知
、
安
藤
会
長
、

北
村
理
事
長
の
８
名
で
あ
っ

た
。各

県
の
状
況
お
よ
び
関
連

の
討
議
と
し
て
次
の
よ
う
な

議
題
が
上
が
っ
た
。

第
37
回
東
海
ブ
ロ
ッ
ク
大
会

の
報
告
お
よ
び
課
題

・
国
体
出
場
は
成
女
静
岡
、

少
男
岐
阜
、
愛
知
、
少
女
岐

阜
と
報
告
が
あ
っ
た
。

・
会
場
費
は
ル
ー
ト
セ
ッ
タ
ー

代
を
含
め
て
，
県
体
協
な
ど

へ
の
予
算
申
請
が
必
要
と
な

る
。

・
今
年
度
会
場
支
出
は
リ
ー

ド
競
技
15
万
円
＋
ボ
ル
ダ
競

技
10
万
円
＋
ル
ー
ト
セ
ッ
ト

費
用
2
～
3
万
円
×
３
日
間

×
２
人
で
52
万
円
と
な
っ
た
。

・
会
場
の
予
算
は
県
体
協
25

万
円
＋
日
本
山
岳
協
会
15
万

円
＋
愛
知
県
山
岳
連
盟
12
万

円
で
あ
っ
た
。

・
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
の
審
判
長

が
で
き
る
B
級
審
判
の
養
成

が
課
題
で
あ
る
。

個
人
会
員
制
度

・
愛
知
県
は
28
年
か
ら
個
人

会
員
制
度
が
発
足
し
た
。
個

人
会
員
規
約
、
制
度
の
資
料

で
説
明
し
た
。

・
個
人
会
員
の
山
行
管
理
や

遭
難
対
策
に
つ
い
て

静
岡
は
遭
難
の
お
り
相
談

を
受
け
る
と
し
た
。
愛
知
は

遭
難
対
策
費
用
貸
出
の
対
象

外
と
し
た
。

・
で
き
れ
ば
ク
ラ
ブ
化
を
進

め
て
い
く
こ
と
が
望
ま
し
い
。

（
三
重
の
カ
モ
シ
カ
ク
ラ
ブ

の
よ
う
に
）

・
周
知
は
山
岳
連
盟
の
HP
や

登
山
教
室
の
開
催
を
新
聞
や

Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
活
用
し
て
発
信
し

て
い
る
。

登
山

・
昨
年
度
の
事
故
事
例

金
華
山

5
月
連
休
の
捜
索

例
（
岐
阜
）
鈴
鹿
山
系

昨

年
度
の
遭
難
の
一
欄
が
提
示

さ
れ
る
（
三
重
）

・
イ
ン
ド
ア
か
ら
ア
ウ
ト
ド

ア
へ
出
る
人
の
フ
ォ
ロ
ワ
ー

確
保
失
敗
事
故
が
増
加
し
て

い
る
。
（
三
重
）

・
安
全
登
山
の
啓
発
活
動

登
山
教
室
な
ど
を
通
じ
行
っ

て
い
る
。
（
各
県
）

愛
知

で
は
最
低
限
の
安
全
登
山
ガ

イ
ド
ブ
ッ
ク
を
作
成
し
た
。

・
確
保
技
術
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク

を
国
立
登
山
研
修
所
で
作
成

し
た
の
で
活
用
し
て
ほ
し
い
。

山
の
日
行
事

・
「
ふ
る
さ
と
の
山
に
登
ろ

う
」
な
ど
の
各
県
の
行
事
が

紹
介
さ
れ
る
。
（
各
県
）

・
山
の
日
記
念
行
事
期
間
。

7/11
～

9/11
を
6
～
10
月
に
拡
大

す
る
よ
う
日
山
協
へ
の
要
望

と
し
た
。
（
各
県
）

そ
の
他

・
富
士
山
夏
山
情
報
（
静
岡
）
，

伊
吹
山
（
側
道
問
題
の
検
討

中
，
岐
阜
）

高
齢
化
と
若
手
育
成

・
岳
連
の
Ｈ
Ｐ
で
ク
ラ
ブ
連

絡
先
一
覧
を
掲
載
、
各
ク
ラ

ブ
へ
リ
ン
ク
可
能
に
し
て
あ

る
。
（
岐
阜
）

・
高
校
山
岳
部
な
ど
課
外
活

動
指
導
者
の
不
足
が
深
刻
で

あ
る
。
（
多
く
が
50
歳
代
、

10
年
後
が
問
題
）
（
各
県
）

東
海
ブ
ロ
ッ
ク
で
の
全
国
行

事・
21
年
三
重
国
体

・
18
年
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
が
三

重
の
鈴
鹿
で
開
催
。
５
百
名

規
模
の
登
山
と
な
る
の
で
協

力
依
頼
が
あ
っ
た
。
（
三
重
）

・
21
年
国
体
の
関
連
施
設
と

し
て
菰
野
町
に
ク
ラ
イ
ミ
ン

グ
ウ
ォ
ー
ル
建
設
の
提
案
中
、

救
助
研
修
や
強
度
試
験
な
ど

も
可
能
な
施
設
を
希
望
し
て

い
る
。

日
山
協
の
名
称

・
新
名
称

「
日
本
山
岳
・

ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
協

会
」
に
つ
い
て
意
見
交
換
す

る
も
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
と
の

関
連
で
変
更
も
や
む
な
し
が

大
方
で
あ
っ
た
。

（
木
ノ
内
高
嘉
）

（３）第１８号 宝 永 平成２８年９月５日（月）

初
出
場
で
全
国
制
覇
の
栄
冠

【
全
国
高
校
総
体
】
富
士
高
山
岳
部
女
子

南
ア
ル
プ
ス
の
夏
山
相
談
所
が
、

７
月
16
日
か
ら
８
月
31
日
ま
で
の
47

日
間
、
畑
薙
臨
時
駐
車
場
で
開
設
さ

れ
た
。

県
遭
対
協
か
ら
の
要
請
に
よ
り
、

県
岳
連
か
ら
指
導
員
を
派
遣
し
井
川

山
岳
会
の
会
員
と
静
岡
市
岳
連
の
会

員
と
共
に
、
登
山
者
の
相
談
、
指
導

及
び
、
天
候
や
登
山
道
の
状
態
な
ど

の
情
報
提
供
を
行
い
、
安
全
登
山
の

一

翼

を

担
っ
た
。

今

年

の

夏

山

は

台

風

の

影

響

も

な

く

好

天

に

恵

ま
れ
た
。

長

野

県

側

の

道

路

の

復

旧
が
遅
れ
一
般
車
が
入
れ
な
い
た
め
、

静
岡
県
側
か
ら
登
る
こ
と
に
な
り
、

登
山
者
は
平
成
25
年
の
最
大
数
を
さ

ら
に
上
回
る
結
果
と
な
っ
た
。

年
々
単
独
登
山
者
や
女
性
の
登
山

者
が
増
え
事
故
も
増
加
し
て
い
る
が
、

約
７
割
が
単
独
登
山
者
で
は
な
い
か

と
、
地
元
の
協
会
で
は
言
っ
て
い
た
。

事
故
は
、
赤
石
岳
等
で
転
倒
し
骨
折

し
た
り
疲
労
で
動
け
な
く
な
る
な
ど
、

中
高
年
登
山
者
の
事
故
が
多
発
し
て

い
る
。

（
滝
田
博
之
）

南
ア
ル
プ
ス
夏
山
相
談
所
開
設

大
展
望
と
花
々
の
唐
松
・

五
竜
岳

第
4
回
夏
山
登
山
教
室

座
学
・実
習
登
山

正
副
会
長
理
事
長
会
議

山
の
日
制
定
記
念
講
演
会

と
静
岡
県
の
山
々
写
真
展
を

８
月
11
日
、
祝
日
山
の
日
に

静
岡
市
の
「
あ
ざ
れ
あ
」
で

開
催
し
た
。
静
岡
県
内
の
山

岳
４
団
体
が
組
織
し
た
「
静

岡
山
の
日
実
行
委
員
会
」
の

主
催
で
、
県
内
各
地
よ
り
200

余
名
の
参
加
者
が
あ
り
、
興

味
深
げ
に
拝
聴
し
た
。

講
演
会
は
2
部
構
成
で

「
高
く
な
っ
て
い
く
南
ア
ル

プ
ス
」
の
演
題
で
松
島
信
幸

氏
、
「
山
で
の
病
気
と
ケ
ガ
」

と
題
し
野
口
い
ず
み
氏
が
講

演
し
た
。

松
島
氏
は
、
山
が
高
く
な

る
の
は
、
プ
レ
ー
ト
と
プ
レ
ー

ト
が
衝
突
し
そ
こ
が
盛
り
上

が
る
か
ら
で
、
南
ア
ル
プ
ス

の
標
高
は
測
量
の
た
び
に
高

く
な
っ
て
い
る
。
リ
ニ
ア
の

ト
ン
ネ
ル
掘
削
に
地
球
の
摂

理
を
無
視
し
て
ま
で
利
便
性

を
求
め
る
べ
き
で
は
な
い
と

懸
念
を
示
し
た
。
野
口
氏
は

登
山
行
動
中
は
血
圧
が
上
昇

し
心
拍
数
が
増
加
す
る
の
で

循
環
器
系
の
病
気
に
注
意
す

る
こ
と
、
け
が
の
時
は
手
早

く
Ｒ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
Ｓ
処
置
を
行
う

こ
と
等
を
話
さ
れ
、
身
体
面

か
ら
の
山
岳
事
故
予
防
の
知

識
を
得
る
こ
と
が
で
き
、
有

意
義
な
講
演
会
と
な
っ
た
。

（
木
ノ
内
）

山
の
日
記
念
講
演
会

単
独
登
山
者
、
中
高
年
者
の
事
故
多
し


